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１．緒言 

 福島第一原発事故では、大量の放射性物質が環境中に

飛散した。汚染環境における空間線量の正確な推定は、除

染や遮蔽計画の立案に不可欠である。しかし、高線量環境

では指向性検出器の使用が難しい。一方で、非指向性検出

器[1]では測定点の偏りにより推定精度が低下する課題が

あるが、高線量環境で使用可能である。本研究では、軽量

遮蔽体による減衰を活用し、非指向性検出器を用いた高

線量環境下での放射線分布の高精度推定手法を提案する。 

２．放射線源推定手法 

 本研究では、移動ロボットに搭載した非指向性検出器

と軽量遮蔽体を用いて放射線計測を行う。図 1 に示すよ

うに、非指向性検出器の周囲に軽量遮蔽体を配置する。軽

量遮蔽体は、非指向性検出器を覆う球殻の 8 分の 1 の形

状をしている。なお、本図では構造を分かりやすく示すた

めに、非指向性検出器の上半分のみを描画している。この

遮蔽体を回転させることで特定方向から入射する放射線

を減衰させ、非指向性検出器に指向性情報を付加する。取

得した測定結果をもとに、環境地図をグリッドに分割し、

MAP 推定を用いて放射線源の分布を推定する。またMAP

推定を行う際の事前分布に、提案手法である軽量遮蔽体

による減衰により得られた指向性の情報を取り入れる。 
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計測結果𝑏(𝒒)から数式(1)を最大化する放射線源分布𝒒を

探索することにより、放射線分布を推定する。 

３．検証実験 

 シミュレーション環境を構築し、10×10×10 m内に障害

物を配置した状況で実験を実施した。放射線源は、環境中

に 3 個の点線源を配置した。図 1 の検出器を用いて、30

箇所の測定点で 8 回ずつ回転測定を行った。結果は図 2

のようになり、高い精度の推定を達成した。 

４．結言 

本研究では、軽量遮蔽体を用いた遮蔽減衰の利用により、

非指向性検出器を用いた放射線分布推定の精度向上を図

った。シミュレーション実験を通じて提案手法の有効性

を確認した。 

 

Fig.1 Configuration of the nondirectional detector and lightweight 

shield

 

Fig.2 Radiation source estimation result 
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